
令和７年度 課の組織目標を実現するための主な取組設定シート

農林水産業を将来にわたって維持していくために、農林水産業を活性化させるための環境・基盤整備や、消費拡大につなげる
生産・流通・販売促進、安心安全な食づくりを担う市場の維持・活性化を推進します

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農林業の後継者・担い手
の確保

• 農業次世代人材投資
事業

• 新規就農者経営安定
対策事業

• 林業担い手育成支援
事業

• 新規就農者・就業者を毎
年複数人確保する。

• 農林業の魅力の発信に努
める。

• 林業企業体に新たに就業
する担い手に対して支援
を行う。

• 就農相談（随時）
• 計画策定支援（随時）
• 支援制度活用支援
• 対象者（企業）への情報提供

農林業収入の向上と経営
の安定化

• 経営所得安定対策等
推進事業

• ブランド牛産地づく
り事業

• 岩国産木材搬出流通
促進事業

• 水田を活用した推奨品目
の生産等を支援する。

• 岩国和牛の品質を高める
とともに経営の安定化に
資する支援を行う。

• 本年度より木材の搬出場
所を１か所追加、及び上
限額を撤廃し、制度の活
用向上を推進する。

• 岩国和牛の市内保留と改良増
進

• 支援制度活用支援
• 制度内容の普及

新たな支援制度の普及と
定着

• がんばる農業経営体
支援事業費補助金

• 新規狩猟免許取得者
猟具等購入費補助金

令和６年度より新規の単市
事業としてスタート。今ま
ではなかなか支援メニュー
がなかった層への支援を開
始する。

制度内容の普及、活用促進

農林振興課 設定者 課長 若林 敏彦

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦
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農地や農道等の農業生産
基盤の整備

農業農村施設の整備・保
全

農山村の生産基盤の整備
を推進し、経営安定化を
図る。

農業農村整備事業や特定防衛
施設周辺整備調整交付金を活
用して、生産基盤の整備・保
全を行う。

日本型直接支払制度の活
用

多面的機能支払交付金に
よる農山村施設の保全管
理

地域資源である農用地、
水路、農道等の保全管理
を行う共同活動を推進す
る。

多面的機能支払交付金による
集落ぐるみの共同活動を支援
する。

林道等の林業生産基盤の
整備

林道の改良・保全事業に
よる森林基盤整備・保全

林道の改良及び保全事業
による森林基盤の向上

集落間林道舗装整備事業、小
規模林道整備事業等を活用し
て保全整備を行う。

農林整備課 設定者 課長 兼田 順二

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦
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水産業の経営支援と育成 • 稚魚等放流事業
• 干潟漁業振興事業

• 離島漁業再生支援事
業

• 漁獲高の増加に向けた
各種有用稚魚等の放流
やアサリの保護区の設
定等、栽培漁業を推進
し、水産資源の計画的
な増殖と資源確保を図
る。

• 離島漁業集落が行う漁
業生産活動を支援し、
離島漁業の活性化を図
る。

• 関係漁協と協力して、放流
量や場所等の調整を行い、
計画的に実施する。

• 離島漁業再生支援交付金を
活用し支援する。

漁村の生産環境の向上と
生産基盤の整備

• 港湾、漁港及び海岸
施設の改修事業

• 就労環境改善の施設
（浮桟橋）整備事業

港湾、漁港施設の維持管
理計画などに基づいた老
朽化対策事業や施設整備
事業を推進し、施設の安
全性、利便性向上を図る。

関係漁協や関係機関と協議・
調整を十分に行い、各施設事
業の内容に適した補助事業等
により実施する。

自然環境の保全と管理 • 有害鳥獣等被害防除
事業

• 水産多面的機能発揮
事業

• 食害による漁獲高の減
少を防ぐため、追払い
及び駆除を行い、羽数
等の適正化を図る。

• 漁業者等による藻場、
干潟や漁場等の保全活
動により、水産資源の
保護、培養や水質浄化
等の多面的機能の維持、
回復を持続的に図る。

• 関係漁協へ委託し実施する。

• 水産多面的機能発揮対策事
業を活用し、活動グループ
を支援する。

水産港湾課 設定者 課長 今井 康之
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地元の農業・水産業者及
び市場関係業者（卸売業
者・仲卸業者・関連事業
者・売買参加者等）が安
心して活動ができるよう
に地方卸売市場の整備、
維持に取り組む。

施設整備計画の作成 重要性、緊急性の観点か
ら優先順位を決定し整備
を行う。

• 定期点検の実施
• 市場内業者、維持管理委託
業者からの聞き取り

空き施設を解消し安定し
た市場運営に取り組む。

空き施設の情報を公開 • 市場内業者に対する利
用促進

• 広報媒体を利用した空
き施設情報の公開

• 市場内業者で行われる会議
での呼びかけ

• 広報やホームページなどを
利用した広告宣伝を行う。

地場産品の流通販売拡大
を図り、市場の活性化及
び地産地消に取り組む。

• 生産者（農産組織）
に対する支援

• 各協議会と連携した
地場産品のPR

• 学校給食への食材提
供

• 消費者に地場産品を
知ってもらう機会を増
やす。

• 地場産品の栽培、開発、
産地維持、育成の支援

• 各地で開催されるイベ
ントへの参加

• 小売店で地場産品の試食販
売を行う。

• 地場産品を使った料理教室
を開催する。

• 栽培や産地育成に関して補
助金等を支給する。

• 広島フードフェスタなどの
イベントで地場産品の試食
販売を行う。

• ふれあい朝市を定期的に開
催する。

• 学校給食納入会議を定期的
に開催する。

流通課 設定者 課長 荒川 大五
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